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　　　　　　　 第灘 章　実験方法

　 1） ア ドレ ナ リン 試驗

　被融者 を食物罫取 の 影響を辺 1け る爲，食像 罫 マ闘以 主

経 過 し， 且 っ 30分 以 上安靜 を保 7こ しめ た 後 の 2卜i腹陪 を選

び，肘評脈 Jlり採血 し，次い で1〔｝OG化 ア ド レ ナ リン 液休

t．体重毎  0。Gユじ雌 皮 下に注 勇寸し，注射 陵も被騨盛 ：亡 安

餅  ヲ、位をと ら しめ る30分後 に 百度厨靜脈 ヒり採血 し， そ

σ，渉射前後の 血糖値を測定 した 。

　幻　イ ン シ ュ リン 試讖

　 ア ド レ ナ リン 試滋 と同様，患着の 安譚空腹時に1来庶 し，

次 い で イ ン シ ニ リン 液 を体重 6，5kgに つ き 1 耳と位扇靜脈

丿．り注射 し ， 注射後も患者 に安静嗣、泣を と ら しめ ，％ 分

後再度肘静脈よ り採 血 し ， そ の 注射前後 の 抽糖値 を｛貝1定
1、た。尚三血糖測定 ｝よ藤 田 岩竹法 を用 い て 測定 した．

　 3） 霜 気閃光値

　本川式電気  光値測定器（東亞 電波 二業侏弐会剤二：の を

月」い ， 被瞼者 を測定前艶 分乃 至 ユ囎 調安靜を保た し め ，

然 る 後測 定 した。先 ず，被肱者 の 兩 ⊂ め か み の 部分 に 生

！rl的食塩 水 を ひ た した ガ ーゼ をあ て s 電極 とし，刺激電

抗 の強 さ 赴 O か ら毎秘 2マ イ ク ロ ア ン ペ ァ の 割合で増鼠

して い ぎ ， 被檢者 が始 ゆ て 眼に お ら つ き を感 じた 強 さ を

鼠現饐 （s 、）， 攵 辿 に刺激竃流を前述 り 速度
』
ご下げ て 行 く

と，ち らっ きが消失す るa こ の 消失 した時 の 強 さ 吐 消

失値 （  ） とす れ ば ， 兩者の 差 S 、− S2 が 電気閃光値

（．dS ） で あ る．こ の 電気閃光殖に に 練習効果 が 読、り ，

懃習 を重 ね る と値 も低 くな 弧 ば らつ き も著羽 に小 さ く

ぬ る 爲 ， 実臓 の 測定 の 前 1 〜21喝練1｝ギし然 る 後連続 10置

冠 気 園光値 豪測定 し，そ の 平均値 な と り誤差 を小 さ く レ

た。

　 4） 血 江変 動系 数 並 びに 且庸享変 動係数

　被臓名 を渕定前約 15つ廾ll：安俘を 保 た し め た 後測定 坐 行

つ た 。血江変蜘係数及 び脈縛変動係数 は 次 の 式で示 され，

と。

　・） 血唖 蘇 数 ＝
塾 牢塩響

J！壟

i・） 融 鋤 躙 一 並 讐 薫黌緩
脈腿

　鈴木等姻 IU定成愈1で｝ゴ：， そ の 兩係数の 値の 小 ！：こる程自

律祚1経機能 ：よ安定 ， 大 な る程不 安定 と さ れ る ．

　5）　Idi　v“数

　 自科祚 終症状 （ズ ほ 更年期障害様症状） は実 に種々 祚

多 で あ り，臼稗 祚 経症 の 種類 に よ り症 状 に 差異 は あ る

カ  鋸、鶏 L塙微 とな る様 汝 差異 は 存在 し な い ．然 し，比

較的多 く見 ら1’しる症状 を次 の 如 く分類 し，各・セの 症状 を

1 っ と し て 数 え た．

　 a ） 11i「管運戴軽障害様症状

　　1）熱慈　2）逆上 　3）冷惑　d＞心悸亢進　5｝迥脈

　b） 楠 1中女 経降害様症 1し｝こ

　　 コ）ノ詠
」
［布感　　2＞厂迫」謀　　3）口玄蜃二　 4）靖湘爵

　 e ） 知覚祚経障害様症 トし；｛

　　1＞しび れ感　幻知覚逼歓　3）蟻鳶，1ζ

　 d） 運動器管障害様症状

　　 1精 こ り　 2〕還丿「筋痛　3職 ！l｝i4 ）関節痛　5瘠 柵 1篶

　 e） 消 化器 障警様症 状

　　1） 「

組気　2）便秘　3）下痢 　4）食慾 不 振

　 f）　呉他の 症∫ツこ

　　1蕨 労感　3）発汗　3）均i1尿　の皮尚乾縁

　　　　　　　 第コヨ　e・章　実験戍績

　第 1飾　健康婦 入 に於け る置羨桧 査 の 正 常値 A ，ア ド レ

ナ リン 試霤二に 於 け る 1血精値 の 褒鄭 1屯囲　 （爺 1 表）

　健康成熱婦入で，食餌そ の 比較的條件の
一定 し，月 経

も順調 で その 前後 に 陟害 な く， 勿読妊娠 を否定出来 る本

院看設婦及び看護生徒 13例 に つ きア ド レ ナ リ ン 試驗 を行

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

ヨ召孝匡35年 8 月　1　目

第 1 表 健 康 婦 人 の ア ド レ ナ Vy 試 鹸，イ ソ シ

　ュ　リ　ソ 試 験 tこ 於bLる 血 塘 値 の 変 イヒ

廡
盛野

崢

　　．　@

圏

崎l
l

c影 オ　五 　 　　

性露ド
鼕驚

！

墨 1 粥」 った結 果，注射後の血 糖は 毎常増量 し，注

前の血糖は 　1e2 〜8 狙 9 畑， 注 射後の洫 糖 は，159 〜姆

  繍 で ， ア ドレナリ ン試麟に
於
ける 最高血粐’工 罰値 6

g 飢最鰍 L 糖増厂風ま42mg 紐 で あつ た ． 仍 てアド レ

リン試臉によ る正常層量範四 は 一 ヒ下 ： 廴0％の幅 を廣げ68 。 2

3T ．踟塞釦の 範囲
の 変動を正 常と し， こ れ以 外の

動を云 ずもの

異 常 値 と し た． 　 B ． 　イ ン シ ＝ 4・リン 試 驗 1 こ於

る王 血糖値

変 動 灘囲 （ 第1 表） 　 ア ドレナリン 試驗 と 同 一 條件

婦 人13 例 1 こインシュ リ ン 試驗を行 う と ， 注射後」 丘

怩     U畢し， 注射前の瓶 糖ぽユ 0工〜8細 g姻， 注 射 後

血 糖 は48 〜 3 抽 g 畑で，イン シ ュリン試瞭に於げ る最．蕗 減

値 は60 鱧g ，dl ，最 低 減 量 値 は4伽g翅で あつ た 。仍て イ ン

． ．z ．　TJ ン 試瞼に於 け る正鴬 械旦施囲，。、上下1G ％の幅

廣げ66 〜 42 。3 田9 姻 の
範
囲の変 化 を 正常 と し， そ れ以外

変’ 7J 　

齊 ｦすもの を以て異！欟直 ．とし た、 　（ ）

　下：⊃∫羲 1 ♪周う 芒 1 値　　 （ 第 2 炙）
　 電気凋光値には

八差 が あり ，入によ り ・t の舶S ：一．tif し てい

い 。 筆者 は 正常健 康 婦 人 20 例に 就いて遍気閃光 値を灘定

た結爪p その巌門饐 は工2 。 9 ， 最低値 ぽ3．6 ， 平 均 ？

65 であ っ た。仍て叮気 閃光値工 3 末滿 を 正常 値とし

ｽ 。

こ の 値 は本川 等 の 測 定 結 果 よ り や》両い値 で

つ た。

第
2
或
　 健康姫 人に 於け

る
冤 気［．

、光値 「

一
…1・11−i．舷1．回遮六．

「 ltli 己一二L 塗1 − 7L ，t
11 ア6r工≧ll」 　D 。　血圧

変
動係 数及び 脈

習
変赫 係

　 血 圧 kt 　yb 係数及び脈 霈変 動係 汝 ’こ九鳧 ，

k罵寺の測 疋し許 下掌値よ り も血 圧

動 任数と 高くし， 爾 係数とも

E0 。12 以上を以て 不安 定値とした 。 　E ．　 健 康

人 の 並例諸儉 査 　正常健康婦人13 例にっき，上記アド

ナリ ン試 ゑ， イ ン シb
一
リン 試瞼，電 気閃 光値 ． 血壯

動係 数及

脈 拝変動

係数．同時
に測定

た結 穿 ト t嬉8 表に示す如くである． 　第2 節

5 表 ） 1 喚41− lI9 自衛櫪鷺蒜耆の自津，」1 ト
｝1経機能漁 査（偽4 弐 ，

　臨床上自 智けi 怪 死．： 状 （ 1 ／ ． ：・F 三幻 」 町」
、

） ，直bl 犬） が．L明て清 紳 身 体症 で i まないと 診断

れ た酢剛i 経症患 者 逢 九 嶋 恥 は年令的に分類 し ，2G才
夊 はそ し 以漁ζ発 置 直 ナるもの を 若年 自律押 経 症，鼬

期 自律 紳 経 症 、 30 才 代 宅 発 症 iす るものを
N ﾇ

，
0
才

代以

纃X 年，駈二発症
す 弟3表　
健 脹婦 l に於 け

髟ﾀダ者検査成．．
、 〔

<TAB>一
<TAB>一

旨<TAB>
年

含23<TAB> 　

　 @　 軍　レ
ナノ

、で
， 礁垢 ’<TAB>

Lﾊ<TAB>　 @　　 　
　 　 一 い
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　Ae 　 檢査成績

　若 イ｝期 及 び 中年期 自　所 径症患者 、こ於け る ア ドレ ナ リ

ン 試 瀛 では ，血糖増　 ．腱 康婦人の 正 常値の 範躙以外の

但を 示 したもの ， 即 ち不安定値 （異常値） を示 した もの

が 19例中 6 例 （3ユ語％）， 吏年 、月自行神経 童患者で1，，

i．・，同

じ く不安定値 を示 した もの 20例中 4例 （20％ ） であ り叉

イ ン シ ュリ ン 試臓 で は ，耐 識 量 が 健康婦 入 の 正 常範甌

以 外の 値を示 した もの ，即 ：ら不安定値 と示 し た も の が

者年瑚及 び 」11年期 自孔辞経症患治では 19汐1中 3 例 （15・3

％），更年期 餅 1紳経 症 葱者で llま20iフ沖 4 例 （20％） で あ

っ た。

　電気閃光値韻 1t定 した ， 秉で 1為 若年期及び巾年媚 自

斥沖経症患者 で は，最 高 値肇 ．3最低値 2・0，平均20・8で

三乏， り， 健葭婦 入 の 正常値 13以上 の 直を示 し た もの が19例

宰 獅 例 （78．9．　％）であつ た。又更年期 自律禪経症患者で

は，叡高値 36．T，　 f 低値 8．1，平均⊥覧 8であ り， 20恢串

．16iFj（8e％） に 於て 不 安定値 （異常値） を示 した。

　又 自イ雨 EL 患者 に於 け
』
る血圧変勍係数及び脈持蓼 力
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’

の tiT．
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　B 。　 治療前後の 電気 閃光値

　若年期 ， 中年期及び更年期 断 r［ri軽 症患者12例に つ い

て ， 治療前後 の 亀 気 周光値の 変化 を観察 した結果 は 拓 6

表に 景す如 くで ある．即 ち 12例 中 11例が 治療前不安竃fL

（只 常高値） を示 して い た が，そ の 中 丁例 （63諂 ％）力鼠

治療後症賦 の 消退に伴い ， 正 常値 （嘱気 閃 光値工3以下）
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に移 行 す る もの が 見 られ た。反 治療後も不安定高値を 示

した 4例に っ い て も，す べ て 治療黄 よ りも正 常値側 に近

い 低い 値を示 した．治療前 も安定値 を示 した 1例 は治療

羨も 同 じ安定値 を 示 した．

　 c 。　 小 　括

　以 上 の 成績か ら， 更年期以前 に 見 られ る若年期及び中

年 期 自衛 鰹 痃患 者及び更年期 に 現わ れる 更年期自律神

経症患者とに大甥 して ， 乏の 自律辭経懐能状態を檢査 し

た結果 は ， い ず れ も同様に不 安定｝り、想を示 す もの が多

く，兩群 と も 1例を除 き他 は す べ て 5種 の 檢査 の うち，

い ずれか の 檢査で不安定値 （異常値） を 示す も の が 見 ら

れ，爾群間に差異は認 め られなか っ た．然し ， ア ドレ ナ

リン 試驗g イ ン シ ュリン 試驗 に つ い て の 成績は ， 他の 檢

査 の 成績に比 し不安定値を 示すもの が 少 かっ た．電気 閃

光値に於て は 不安定同 値 を示すもの が多 く見 られ ， 比較

的 自律 1t申経機能賦態 を忠実
）
1 反映 して い る様に思 わ れ

た．叉循環器 を指標 とす る血圧及び脈薄変動係数も電気

閃光値 と比例して e 不安定値を示 した もの が 多 く見 られ

た。治療前後の 電気閃光纏は 症状の 1
「’
退 に伴 い 不安定値

を 示 して い た もの が 安定値側 に移行 し た もの が 多 く見ら

れ ， 51｝S療後も治療前と同様不安竃値 に と ど まっ た症伏

でも，治療前よ りも安定値側 に近 い 低 い 値に移行す る傾

向が 見 られ た．

　第 3節 精禪身体疸：息者 の 自紅稗経機能強 査

　症候学的 に 自律憩経症状を呈す る息石で ， 精紳分析等

に よ り精祚身捧症 と診断 さ れた患者14例にっ き，自律碑

経症患者 の 場合 の 檢 煮 と同飛 ，ア ドレ ナ リン 試驗，イ ン

シ ュ リン 試驗 ， 電気 閃 光値 ， 血 圧変動係数及 び脈搏変動

係数 の 5種 の 検査 を同時 に測定 した結果 は第 7表に示す

如 くで あ る．

　 A ．　 檢査成績
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　精 脾身体症 志者且 例 に於ける ア ド レ ナ リン 試驗で は ，

全例 に 於て 安定値 （正 常値） を 示 し／／ヌ イ ン シ ュリン 試

驗で は 1例 の み 不安定値 （異常値） を示 した もの があつ

た が ， 他は総て 健康婦人 と同様の 安定値 を 示 した。

　電気 閃光儼測虍 の 結果 は，最高値 1・S16 ．8，エ琵低値 2。2

平均 乳 6であ り，1例 の み 不安定 高値 を示 した以 タトはす

べ て健康婦入 と冂祥正 常値 二示 した 、

　叉 同患者の ユla圧変動係數で は盟 傚 戸全例が 安定値 を示

し，叉脈博変動係数 に 於て も 1 例 の み不安定値を示 した

以夕トは総て安天三値を示 した．

　 以上 の 5 種 の 檢査 を 同時に 行つ た 成績 は錫 2 圖 に 示す

如 く， 工種 の 檢 査 ヒ不 安定伯：を 示 した もの が 3例 （2L3

％）あつ た が他の 狐伊ぽ い ずれの 機査に も毘 活値 を 示

し，健康婦入 と同様自律紳経機能 は健全で あ っ た．

第 2 図 　精神芽 1夲 症恙、者 の 自律神経 帳 lU 査 に

　於 け る 不 安 定 値数
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　 B 。　 治療前後の tEk一り・5光征［

　自伸祚経症伏の 薯明で あつ た 精禪身体症患者
・11例につ

き ， 絶食療法 ， 粘神分析療法等の 治療で治療勅呆 の ゐ つ

た もの に つ き，そ の 前後 の 霞気
「
：・羅光億 た測 1毫 し た 紵飛 で

ぽ，鯵 8表 に 示 彡
1
如 く，治療前不 安定値 を 示 した 1例 に：

焔食療後治療秀1．果 ほ稍有渤で あつ た が，や は り不安憲笹

為示 し変化な か っ た 。f也は 殆 ん ど治療前後と も安定値で

変化な かつ た が ， 僅か な が ら却 つ て 商値 に傾くもの が．見

ら れ た、

第 ，9 表 　：偽神 身外症，註、嘩の
う「へ擦 1舜後 に

　於 け る電 気、閃 光値

　 e 。　 小　括

　 以 ヒの 実験 成績 か ら∫ 繕禪 身体 症 ，窪1者 ヒ 於け る 自律禪

経機能 は殆 ん どが 正 欝入 広 近い 健全な i『雑 祚経機う蠻匪熊

を 示 して い た。治療薦後 の 電気閃光鰹が 治療後に 安定値

の 椀 囲 内で 催 か な が ら高 い 値に 移行 して い る の が．見 ら 礼

た の は 絶 食療法後 の 單〉よる 身体的題芝労が 電気男光 1111に現

わ れ た 爲で あろうと1思われ る。情動障醤 が原因 と云 わ れ

る 精岬身体症 に 自律祚経機能 と関係な く，臼律瀞経庄 びこ

が 現 わ れ る こ とは興 味 深 い ．

　第 4 節　機台匿性 月経困 鯱症及 び機能性子宮蒔
il
血患者 の

目菟1ヒ神経、機能儉査i

　帚1質的 に は 異常の 認 め られ な い 機能性 月 経 困 難症及 び

磯能性子宮出 ll正患者 1へ 攻 拷鸛に つ 港誼違の 方法 と同崇 の

51ヨ1の 瞼査 で自律祚経機1懸瞼 査 む 仔 つ た 結呆 1ま第 9 、 10

峩に承 す釦 くで あ る。

　 ！k。　 歓査 戒秉鐙

　機能性 月 経 困 バ Pk患 6 の ア ド レ ナ リン 試監で は y 工IJ／t・O
；lt　2 喇 （」4、3％） に於て ，ヌニ蔘爺訃宝子 嘗遊1血、憲者 で ：．：，

屈 例 中 3例 （2L4 ％）｝こ於て不 安定値を示 した。3Zイ ン

シ 訊リン 試驗に於 て 濠，機能
’
図二月経困蕉症患 言冷ごは鍛 タil

中 3 例 （21誼 ％） に遜能性 子・宮出血 急者で も葺 例 1｛：」3 例

（
”
it ．4％） に於 て不 安定値を 示 した．
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光値で は，機能性月 経 困難 症患 舌の最
ltti

値は 22 識，最

値 に：臨 2 ，乎均 工 1 証 』 ご あり11例中6 例＠2識 ％）に於

不安定
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その 最高値は20．3， 最低値 は 3。0， 乎均10．6で あ り ， 14

例
．．F： 6 例 （42．9％） に於て 不 安定値を 示 した もの が 見 ら

れ た．

　夊 同患剥 の 並旺 変動係数及び脈1、ゴ変 動係数 の 測定結果

で は，機能性月経困難症患者の 血 圧変動係数 に於 て 14個

巾 5例 （35。7％ ），機能性子宮LieLT愚者では 14例中 4 棚

（28。6％）に於 て不安定値 を示 した。

　以上 5程 の 踰査 の うち， 機能性 月 経困難症患者で は ，

5種 の 檢 査 と も不 安定笹 を示 レた もの は な く ， 4 種 の
1

査
一
ご不安定恒を示 したもの 1 ｛死 （ 7．1％），3種 の もの 4

例 k28．6％ ），
2 種の もの 3 例 （21誣 ％）ほ 種 の も の 4 例

（28．6％），O の もの 2 例 （14．3％） で あつ た，叉機能ノー三

子宮出血患者で は ， 5種の 檢査iとも不安定・1直を と っ iこ

もの は な く， 4 種 の もの 1例 （ T。1％ ）g3 種 の も の 3伺

（2工。4％），
2t ，の も の 2 例 （14。3％ ）， 1榎 の も の 4

い11

（28．6％ ），0 の もの は 4 例 （28．6％）であっ た （窮 8 圓）．
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　 B 。　 治療前後の 電気閃光値

　櫨詣性 月経図
『

宦及び機能性子宮昌 α患者で 自
一
，t 軽

症状 の 蓄 男で あ つ た も の 各 女 6 例に つ い て ， そ の 治 ノ
ー
前

後 の 電気肉光値を測定した結果で は，第 11提 に 示 す如

く，機能性 月経困難症患者では，治療前不安定値訌示 し

て い て，治療後正 常値 に戻 っ た もの 6 例巾 4 例， 他 の 2

例 は 有意変動を示 さな かつ た が，い ずれも正 常値側 に 変

化 した。又磯能性子宮出．血患者で ｝ま，治療前不安定値を

示 して い た 3 例 は 3 例 とも安定値 に戻 り， 正 常値 曁示 し

第11表 　機 能 性 月 経 困 雌 广及 乙 機 能棒子 宮
「’
玉江

　患 者 の 治 ：寮 前 後 に 於 け る ℃ 気 閃 光値

囎墨 幾難 典剄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ う

還 斗 噛
守

o
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　一
　一慢

学…
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1・1
一 辷 ∴淵

て い た 3例は不変 （tt定値） で あ つ た。

　 c ．　 小 括

　以 上 の実驗成績か ら ♪ 機 1】F．性月経困難症機 卩二性子宮出

血患看 と も，自律祕経機能の 不安定状態 に ある もの が多

い ．とが知 られ る。尚加療後症状の 消退 に伴 い ， 電諏 1／q

光値が安竃旭側に繊 」す るもの が半数以上認め られ
」
丶

こ れ は こ れ 等 の 状 患 に於 て ぽ，臼d 岬経が大 きな 役割を

果 し て い る こ と 延 錐祭 さ せ る 。

　　　　　　第互v 章　総括並 びに 勺 按

　婦人科領域に於ける機能性疾患 の 自ヒ
．鰰 「経系の 持 つ 役

剖 し 甚だ桜牡であ る爲 ， そ の 自伊紳経 の 機籠歓査 に 関 し

て は ， 從 来 乏 の 研究 力 讃蒙 に よ り政究 こ れ て い る が，早

一
の 檢査で適確 に そ の状態を把耄屋 レ得る径 の μ 実性 の あ

る もの が ない 現状であ る． 乏 れ故焦之、晦 　Stirm ，　Wa −

wersi ！sciU） 等 の 紹介 した ア 1ぐレ ナ リン ，イ ン シ ＝．・：リ ン 試

驗，亀気閃 光伍 こ測定す る方法及び功Lπ：変動係数，脈搏亥

動係数の 5種 の 檢査を同時に 渕定 し，綜合潤定を彳ユっ た．

　電気 属 光仁1に関 して は ， 始め 労動從事者 の 疲労度 を渕

定 す る
．
」徴 ある方 法 と して，一般 に廣 く用 い ら れ て 来 た

が，其後種々 の 実驗
“
滞家 に よ り行われた 結果 ， 單な る

身体的疲労の 測 定 の み な ら ダ，種 々 の 身体 の 機能 の 変化

に 憾 め て 鋭敏 に反應 す る こ とが 実証 さ れ た ．即 ち， 足沢

M
ぽ， 電気閃光値の 上昇は 副夂 感Tド終 の 緊張並びに交譲

醂経 の 覺凌と関係が あ り，電気閃光馗の低下 は式 感耐1護

の緊張並び に副 便 感．1串経 の し垂緩 と陽係があるもの の 如 く

である と述べ ， 又抜都
動

も 丈年期障害柧者の 「バ 1凋 光宜

は 明 らか に正 ゴ 入に 比 し異常高値 ξヒ示 レ， ホ ル モ ン 療法

後 定状 の 消退 に伴 い ， 正 常 lr育　戻る傾向が あ る こ と を 忍

め，之等 は 更年期障害 の本想 た る 自特 II経失調が電気閃

光値を．、L昇 さ せ たもの であ ると云つ て い る。山騨
1〕は ［je

門狭窄症患者が 食後電気閃光値 の 上 昇を示す の は， 不安

定不快等 の 中樞刺激 が 自律紳≦ 系 の 緊張を 高め て い る爲
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蔵 ご 自彳謌 申経症 と呼ぶ こ とを主張 して い る b　そ の 発症

ぜ
fi

舎的 に，　 h 年 胡 ，　中 年 期，　更 年 溺，　老 年朗等 に

E｝・i して い るが ，その 分類 、こ從つ て，若年期及び中年期

1」、、刷整 症 と， 更年期 目衝 呻経症 との 2 群 に つ い て 檢査

し た 結果 て ば ， い ずれもア ド レ ナ リン 双 び イ ン シ ェリ ン

に対す る反 lf 陸 で は ， 小数例を 除い て 自t「1市経系 の不安

穴’i
’
kは軒艮 に しか見られな か っ た が ， L 気閃光皚の 測定

結果で 嶋 その 大部 分 が 不安疋 値 （黒 濤高幅） を承 レ，

ヌ 血圧変勤係数，脈掠変動仟数も電気 閃光似 こ 比例して

不安定値を示 した もの が多かつ た。之 か ら自件 Ir 経症 冒

芸 の 自往紳経機能が 健康婦人 に 比 し， 明 ら か に 不安定状
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態k こ あ る こ とが知られ 1こ．又 若年 期及 び 中年期 自両 申経

症患者 と更年期 自律乖犠 L 症志者 との 跡 ・一差異 は殆ん ど認

め られず，い ずれ も同 じく自律神経系の 不安定状L講 π

め られた．爽筆期陣皆陶 」 伏 を主徴 こす る症L、詳ま自隆

赫経症 と脂 ぶ所以である と思 わ れ た．

　精禪身体症 にっ い て は ，欧米 に於 て ，
Wei3 ヨ andll −

g！ish4＞，　Dunhar5 ＞，本、 ［1に 於て は堀見  再中
2
  訝訪

7）
， 九lll等に よ り心身刷 封医学 力嘱 え ら れ ，　 Psych 。 sa −

11ユatic 　Mcdich ユe （精祚身体医学） の 埋念が 朸興 し，諏

訪及 び九 ！［騒
5’
等は 「精祚ぼ 耆｝こ よっ て起る身体症状｛二上

とする疾患を精紳身汀 濫 （PSD ） とす るliと定 義 して

い る．然 しそ の 発生 機序 に関して i鶸 心lm；1−tg、レL ．ヨや 癖

イ
’
援討学ぴゴ 扛々 あつ て 、，、ff．1；Eの 的に な っ て い る が，　 L 部

縦 詰梱 i身体広 の身 本ガ ［尺は 自↑鰰 経を介せ ず 起 る も の

の よ うであ る と云 っ て い る．筆者 の 行っ た数種の 搬査 に

於 て ， 大部分 が健康 正 1言婦人 と同 じ健玉な 自律祕経機能

状態を示 して い た。本症患者 が そ の 自律禪 経機能 が健全

で あ る に 拘 らず 自仲瀞経江状を呈す る葺実は ， 從未 の

　「解剖学的に惰：y）の 中傴 た る 白得神経の あ る視床下部 と

近接 して い る爲 に 互 に影誓し含い 消動障害 の と き，自律

祚経症肌を呈 し易い 」 とい う読明の誤りであるこ と 崔示

して い る、即 ち，翫祕身体症患者の 自1了経症状 は 自律

胖経中樞と族i係な く起 つ て い る と云 うこ とが 出来 よ う．

　 機能性 月経け、1騙｛に 関 して は， W 昭 ner2 肌 Green −

blatt2η 等 は 交感市申終緊張性 の子 1運 動興奮 に よ る と主

荻し，叉阿部
！ 5）

も血清 K ，Ca 像等 に よる 自律而申経機詣

檢査で，約半数 に 於て 不安定．犬態を 示 した と報告 して い

る．了嗜 の 笑鎗で ：）企檢査に 安定値を示 した もの は 2例

の み で ， 他 は すべ て い ずれ か の 鎗査 で 不女定 値を示 し，

本症 の 大部分は 自fl　i卞経性 の もの で あ る と云 つ て よい と

思われ た．

　 ZV機凱性子富出血 に 関 して は，　 そ の 本質的な原肉が

自簿紳経系の 異常か ら来 る の であ ろ うと云うこ と は

Stieve2s） 等 も推定 して い る。　阿部
謝

も本症患者が約50

％ に 自律脾経系の 不安定状態 を認め た と報告して い る。

筆者の 行つ た 実駄で も 14例 中 4例 が い ずれ の 檢査に も安

定値を示 した が ， 他 は い ずれ か の 檢査 に 不安定値之 示

　し，阿部 の 転告 した成綾よ り遙 に 高い 異 吊 状態を示 し，

本症 も自律了iド経性 〕式忌 であ る と云 わ れ る事実を裏付げし

　て い る、

　 以 上 よ り大部分 の 機 1弛 生婦人科疾息 は 多 か れ少か れ ，

　自得紳経系 が 重要 な 役 剖 を演 じて い る こ とが 推定 さ れ

　た．然 し ， ア ドレ ナ リ ン 試驗 ， イ ン シ ュ リン 試驗で は ，

い ず れ の 疾患 に於 て も不安定値を示 した 例が 少 か っ た．

Koyser1 蜘 gk
鋤

等 は 種 k の 器質的膜漢，急に バ 同様 な

Adrerva！in−Test ，
　 Insul三n −Test を 庭行 し p セ の 約 50％

に 異常反應 を示 し1こ と報告 して い るが ， 筆看σノ膏 っ た 成

繊 ま之 よ り遙 か に 低 い 異 常値 を 示 し，、一乙 ム ど は か つ た ・

之 は 白コ沖経性疾患が器質的」斗 人 志が 明らか し 区別す べ

きもの であ る こ とを制語つ て い る，叉 之等 の 檢査 の うち ，

齒」 気 閃 光 値 が 最 も よ くそ の 機伍 訳区．し 忠実 『 反映 し，血

圧及び脈獄変劫係数も或狂レ よ く その 残督 レ乙を表わ し

て い た。

　之等 の 疾志の 滯療に当つ て ， 驟器哩没痃法 プ P カ イ ン

糖症 ，自家輸」血等 の 自葎諦終3ζ 」瞭 法が 好戊遣を ギ さめ

た こ とも， 之等の 疾患が 自律沖経世 の 疾患である こ と を

首嘗 さ せ る もの で あ っ た。

　　　　　　　　第v章　結　　論

　機能性婦入科疾患 々 者 に ア ド レ ナ リ ン 試験 イ ン

シ ．tU リ ン 試験，  気閃光値洌 凡 法， ⊥，11 袤動係数

及 び脈鶏麦勳係数 の 5 耗 の秩査 を同時に測定 し，

そ の 自航神経機能 を佼査 した結 忍 次 の 川：論 を得

た ，

　 1） 若年銅及 び 巾年期 自荐赫経 症．忘者 と更年婿

自律恕経疵 忠者 の 自律神経機能状態 を検査 した 結

朱 で は ，
い ずれ もその 自律神署機能は不安定 状態

に あ り，両名間 に 差異 は認め られな か っ た ．

　 2） 精神身体症患者の 自律祐 蚤機能は ，殆 ん ど

が安定状態に あIx 　健廉正
’
h　

F
．
入 の それ と差異が

認め られ なか っ た ．

　 3） 機 f生月経 困難痣及び 機能性子 害出血 患老

で は ，約 半似以上が 白律神経 系の 不 安疋 状態 を示

L，之等疾店中に は 自悸神経 て1の S．　）1∫に基ず くも

の が ある こ とが推定 され た 、

　 拑 筆す る に 当 り，御 懇 篤 な る 御校閲 を 賄 つ た 恩 師ナ 』

歌 援 並 び に 卸助 言 を 戴 い た 鈴 木 助 4x、凶 高 賑 撤 し ま す・
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